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サッチとは？

USGAの定義
・・・刈芝と土壌の間にある植物質の層（USGAの定義)
日本の共通認識
・・・地表と土壌表層に堆積した刈芝、ほふく茎、地下茎

クラウン（冠部）、根

芝の生育環境に大きな影響を与えるサッチを構成する植物繊維
 易分解性の植物繊維
 超難分解性の植物繊維

：セルロース＆ヘミセルロース
：リグニン

＊リグニン…処理しなければ分解されず過剰サッチの主原因となる
（過剰なサッチが引き起こす問題）
● 表層の気相減少…酸素不足/生育不良/根上がり
● 表層の透水性・通気性悪化…停滞水
● 病気：フェアリーリング・ピシウムなど
● 撥水：ドライスポット
● 土壌表層硬度…プレー性の悪化



ベント芝のサッチを構成する植物繊維

地下茎

冠部
匍匐茎

刈芝：セルロース＋リグニン(セルロースが大部分)
匍匐茎,地下茎,冠部,根：セルロース＋リグニン(リグニンが大部分)

・セルロース分解酵素…セルラーゼ 
・リグニン分解酵素…ラッカーゼ 

サッチ全体の組成率（植物繊維）

 セルロース＋ヘミセルロース
：60 -70％

 リグニン
：20 -30%（未処理で残る）



微生物の分泌する酵素によって 
リグニンは分解されるのか？

Lignin難分解木質 
繊維リグニン

セルロース
ヘミセルロース

細胞壁

未処理のリグニンがサッチ過剰の主原因
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サッチの問題は－未分解リグニン︕

解決策は – サッチザイム

世界初！

唯一のラッカーゼ酵素剤！



サッチザイム・彼らがパイオニア！
日本総代理店：バイケミックジャパン



菌類を活用する
白色腐朽菌の分泌酵素”ラッカーゼ”はリグ ニ
ンの自然分解を促進する



ラッカーゼの発酵工程
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ラッカーゼ酵素がリグニンを分
解する︕



7月から8月中旬ごろまでの期間、古い茎を
分解するために１回散布をお勧めします



• ７月～８月にかけて古い茎が枯死し新しい茎が発生し入れ替わります・
• 全層・水洗・上層拡大、丸く囲んだ箇所は新茎と堆積した古茎（茶色）がサッチを構成
• 古茎の分解によって気相を確保すれば、透排水が大幅に改善され、新茎と根量が増加します



ラッカーゼ酵素＝サッチ箇所を完全にカバー
バーチカルモア・コアリング

エアレーション = サッチ箇所の10%以下カバー



BICHEMIC
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Enzyme & Bio Thatch Degrader

最新のサッチ分解技術...酵素アプリケーション

 「ラッカーゼ」

 「セルラーゼ」

 「ラッカーゼ」と「セルラーゼ」

“ THATCH-ZYME”（サッチザイム）

ツアーターフETD…セルラーゼ＋セルラーゼ分泌菌類配合
ツアーターフFTD…ラッカーゼ分泌菌＋セルラーゼ分泌菌類配合
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土壌水分モニタリングシステム
最も主要な土壌部位をモニタリング...それは根圏 。

過散水は、過剰なサッチの原因です!

• 土壌水分レベルを可視化します

• システムは過散水を減らします

• サッチの堆積が減少します



BICHEMIC
Always one step ahead

9

過散水は、過剰なサッチの原因です!
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